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多くの創業社長に聞いた「起業するならどんなビジネスが良いか？」の結果 
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私は、多くの創業社長に接点があった。ありがたいことに、創業社長に色々と聞ける関係にあっ

た。「起業するならどんなビジネスが良いか？」と聞いていた。その際、多くの創業社長は、自分
の経験を惜しみなく話をしてくれた。人の数だけ考え方がある。教科書通りの起業をする方もいれ
ば、この人しかできないだろう、と思われる起業をする方もいた。しかし、類型化すれば次の４種
類のいずれかの回答をする創業社長が多いと感じた。これが結論である。 
１．自分がやりたいことをやれ ２．みんながやりたくないことをやれ ３．カッコよく、みんな
がやりたくなる仕事をやれ ４．知識が必要でやれる人が少ない仕事をやれ 
そして、私はこの類型によって、悩む課題や成果が規定されることを学んだ。まずは、回答で最も
多いのが「１．自分がやりたいことをやれ」というものである。お会いした中で「自分がやりたい
ことしかしません」というこだわりたっぷりの創業社長がいる。この方々は自分のやりたいことを
やるために会社という器を利用しており、とても楽しそうに仕事をしていた。社員もそれに賛同し
ている方、もしくは社長との個人的なつながりにより参加している人々であり、自由な雰囲気を謳
歌していた。このスタイルの多くはルールを嫌い、やりがいを尊重する特性を持っていた。更に、
やりたくないことを明確にすることで共感する人を吸引していた。よって、自己満足で起業してい
る人の多くが、人たらしである。だが、殆どの会社は大きくはならなかった。10 名から 100 名程
度で「そこそこ儲け、そこそこ楽しく」という方が多くを占め、創業社長も「規模は追求しない」
と言う方が多かった。しかし、規模拡大と自己のこだわりで悩んでいる方も多くいた。次に回答で
多かったのは、「２．みんながやりたくないことをやれ」という創業社長だった。彼らはとても市
場志向であり、顧客は望んでいるが、自分ではあまりやりたいと思わないことを探す天才たちだっ
た。創業社長の多くは拡大指向であり、売上を伸ばすこと、規模を追求することが至上命題である
ケースもあった。市場志向であり、皆がやりたくないことをしているので、それなりに儲かってい
る会社が多く、急成⻑を遂げる会社も多い。また、それらの会社は非正規雇用者の数が多く、正社
員が少ないというケースが多かった。社長は金持ちにはなり、そこで働く人たちはそこそこ幸せそ
うに働いていた。だが、一定の規模を超えると採用に非常に苦労していたようだった。人事担当者
はいつもコッソリと「人気のない業界ですからね」と言っていた。「３．カッコよく、みんながや
りたくなる仕事をやれ」という創業社長がいた。彼らの創業の理念が「社員が幸せな会社を作る」
というような内容であった。流行りの仕事、見栄えの良い仕事を次々と立ち上げ、その中の幾つか
は成功して事業となっていた。上述した会社と異なり、皆が憧れるような仕事であり、採用に困る
ことはなかった。むしろ困るどころか、求人を出せば応募が殺到するといったことも珍しくはなか
った。だが、やろうとしていることに市場がないケースや、市場があっても競争者が多いケースが
ほとんどであり、会社の利益率は低く、社員の給与や待遇は今一つだった。だが、社員はよく働い
ていた。「好きなことができている」という実感が得られる会社はそう多くない。創業社長はそう
いった社員たちを見て、充実感を味わっていた。「４．知識が必要でやれる人が少ない仕事をやれ」
という創業社長がいた。社員の多くは専門家、技術者といった知識労働者であり、「専門家集団」
と言った雰囲気を持つ会社が多かった。だが、多くの会社は立ち上げに非常に苦労していたようだ
った。周りの創業社長も、金融機関も「そんな仕事、商売になりっこない」と言った。実際、ほと
んどはそのとおりであり、数年で挫折し資金を使い果たして倒産する会社も多かった。だが、その
知識や技術がマーケットの需要を先取りするまで辛抱強くそれを続け、先を行く知識、技能を確立
した会社は莫大な利益をあげていた。そして、成功した会社は人材の豊富な、利益率が高い、皆が
羨む会社になることも多かった。 
さて、どのタイプの創業社長が成功するのか？と問われても、そこには正解はない。だが、目指す
べき理想がどこにあるのかによって、後の姿は規定される。そんなことを学んだ機会であり、経験
であった。もちろん必ずしもこうなるとは限らない。 
 

 

 

２０２５年７月 Ｎｏ．８０３

【ストロングポイント株式会社 代表取締役 加賀隼人】 

前職はデロイト・トーマツグループで名古屋支社長・大阪支社長を歴任後、2014 年にストロングポイント株式

会社を創業。香川・高知・岡山・福岡・大阪の中小企業を中心に人事コンサルティングを提供している。 

出版：後継社長力 著：加賀隼人 クロスメディアパブリッシング 


